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1は じ め に

空気を常時送入して内圧を高めて構円半球状のビニルを

ドーム状に開張させ,その中で作物を栽培する施設 (以下

エアーハウスと称する)を目場に設置し,そ の内部の環境

条件と,数種の性質の異なる野菜の生育収量などを調査し,

実用化の可能性を検討した結果を報告する。この調査は昭

和59年には水稲育苗への適応性についても検討されたが
,

ここでは昭和60年に実施 した結果をのべる。いずれも農業

生産工業研究会の依託によるものである。

2試 験 方 法

(1)エ アーハウスの構造と運転条件

1)大 きさ : 間口 8π ,奥行13π (床面積104″ ).

高さ.地上 35π (図 1)。

2)送風機 : 常時送風用 400W(風量 70歳/ nヽ),

換気送風用750W(風量 1477/m)ハウス内最大換気回数

39回/1趾

3)本体フィルム : クリーンエース 015m厚 (フ ィ

ルム上部を 150日 合ネットでおさえ,ネ ット下部はアンカ

ーシートに固定。

4)送風条件 : 通常時内圧 0～ 10B/Aq,強風時12

～14B/Aq(内 部風速 02π/s前後 )

5)測定 : 温度 ;抵抗式自動記録計 (吸気口,中央

部,出口,外気 )地上 1れ で測定。湿度 ,ア スマン乾湿計

表 1 温度 (代表的な記録を示す。 C))

(測定地点は温度と同じ )。

(2)供試作物及び耕種概要

1)ホ ウレンソウ

鯉 施 肥 量

―各20

追肥
N-3′/行

苦土

2)ト マ ト(品種
｀
あづさ")

定植期 5月 29日 (育苗日数59日 )

栽植密度 畦幅 180“ .株間 50cm 2条 植え (22株/イ )

施肥量 N―P205~K20各 15′. 追肥N― K2o各 3'海
2回施用。

3)メ ロン(系統
'G59-4"地

床栽培 )1株 1個収穫

定植期 7月 11日 ,収穫日数 9月 00日 (生育日数81日 )

栽植密度 畦幅 12π,株間35“ 2条植え(47Ⅳ■ )

施肥量 N― P205~K20-6-6-5,/株,追肥48-48
-4%/株 .1回

3 結果及 び考察

(1)環境特性

1)ハ ウス内温度 : ハウス内温度は外気を常時送入

しているため外気温に追従 して推移するが,ハ ウス内 3か

所平均の温度と外気温との差は最高温度で 2～ 8℃ 最低

温度では0～ 2℃ハウス内が高いが,内圧を8“ 、 と少な

くした昭和59年でも温度差は10Cを超えなかった。温度差

は晴天の日中が大きく,夜間,雨天日などは極めて少なく

なってきており,そ うした日の保温性は常時送風という条
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図 1 エアーハウス構造略図
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件下では当然ながら少なかった。またハウス内温度分布は

吸気側力測抵く,両サイド,出 日の順で高くなった。その幅

は最高気温で 3～ 5℃ とやや大きいが,最低気温では 0～

1℃ と少なく雨天日も同様な傾向であった (表 1)。

2)ハ ウス内湿度 : 作物へ灌水 した場合一時的に吸

入空気より高くなるが,その他では 1～ 2%高 くなる程度

でその差は小さかった (表 2)。 しかし送風機に近く風路

に当たる部分は土壌の乾燥が出口附近より早いことが観察

されており, ホウレンソ,な どではこの部分の生育がやや

抑制される影響がみられた。

表 2 湿度 (相対湿度 % 10時観測 )

表 3 ハウス内にビニル トンネルを設置した場合
の昇温効果

4 ホウレンソウの生育収量

表 5 トマ トの生育収量 (14株当たり)

られなかった。

2)ト マ ト: 初期生育は出口側が徒長気味であった

はか国順調な生育であった。着果肥大は 3段果房までは正

常であったが,8月 中旬以降収穫になった 4段果房は肥大

したもののほとんど奇形果となった。そして 5段果房以上

は着果 しなかった (表 5)。 これは花芽分化.開花が高温

条件にあったためと考えられる。収穫された 3段果房まで

の果実の着色 食味は良好で露地栽培なみであった。

3)メ ロン: 吸気側近くの株で葉の月理 化がわずか

にみられたは力,ま 極めて順調な生育で,着果も正常に行な

われた。

ハウス内位置による生育差もなく,果実肥大もよく,糖
度 14～ 15,ネ ット中程度となっている。病害虫は自渋病 ,

アプラムシがわずかに発生 したが,発生位置は吸気側で早

くみられた (表 6)。

内部における作業性はファイロンハウス並であるが,作

業時には 2台の送風機を運転するので換気は十分である。

作物栽培では高温対策が必要であるとともに,透光や徴風

を活用できる作物選択と 構造上でも排気口位置,数など

の検討が必要であり,更に積雪期間の環境特性や他施設と

の比較などを行なうとより実用性の判断が適切なものにな

ると考える。なお 1日 当たり190円 の運転経費となるので

それに見合う作物選択と作付体系が必要とされる。

3)低温期の保温 : ハウスの利用期間の延長をはか

るためハウス内にビニルトンネルを設けて温度推移をみた

結果最低温度で 2℃ 程度の保温効果がえられた (表 3)。

(2)伸物の生育適応性

1)ホ ウレンッウ : 8月 まきでは出芽苗立ちが不良

で収穫に至らなかった。4月  9月 まきでは良好な生育で

あった。なお吸気側の草丈の伸長が抑制される傾向が 4月

9月 まきとも認められたが (表 4),葉色などには差がみ

表 6 メロンの生育収量

4 ま  と  め

試作されたェアーハウスは常時通風され毎秒 02″程度の

空気の流れがあるものの 2～ 8℃ 外気温より温度が高くな

り最低温度は外気温とほとんど変らないが,調査期間内で

はハウス内にビニル トンネルを設けることになって 2℃ の

保温ができた。日中の温度上昇は高温期にはホウレンソウ

やトマトには影響がみられたが ,メ ロンでは正常であった。
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(α )

葉数

敏 )
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(夕 )

調製重

(ルタ)
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出 口
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期が早いため

なっている。
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